






�y
���D

16�Ô�Ï�›�Ô�¢�G�¶�›�4
\�Ý��	Â�w	$�)�Ü

�q�›�4
\�q�¶�Õ�~
í�¶�Õ�q�w�2�Š�q�›�‰�5�`�‡�`�h�Ð�y
�›�4
\�x�Ï
²�å�S�w�å�����%���U

3.5�Ž	Í�Ï�T

�m

38�o�•�Ž	Í	.�˜�w�¶
\�›�0	Å�Û�b�p�t�Š�¶�w

�¶
…�n�Ô�›	!�Z�o�M�”�¶
\�x�0	Å�Ž�Ü�q�`�o
¬	Z�`�o�M�‡�b�Ð���å�S�‹���Ê�w�¶
\�U�›�4
\�q�`�o�Ý���^�•�‡�`�h�Ð	$�)�Ü�™�t�x�Ï�¶�Õ�~
í�¶�Õ�q�›�4
\�U�Ú
€�™�_�›�¦�˜�b�2�Š�q�›�î�ª�`�‡�`�h�Ð�2�Š�q�x�Ï�¶
\�U�¶�Õ�q�Ú
€�é�d�”
:	—�s�M�;�q�q�M�O�\�q�p�Ï�¶�º�w�~
³�:�•�A�l�t�m�M�o�‹�Æ
C�s�™�_�¦�õ�U�æ�˜�•�‡�`�h�Ð�¶�Õ�T�’�x�Ï�/�d�’�•�h�A�l�t�0�`�~
³�t�²�Z�h	��“
Ê� �̂›
��Š�o�M�X�q�w�S�é�U�K�“�‡�`�h�Ð

学部 学年 氏名

総合政策学部
3 年 藤 川　 聖 菜
3 年 井 伊　 千 陽
2 年 岡 副　 美 羽

環境情報学部
3 年 深 平　 龍 生
2 年 石 川 裕 治 郎
2 年 河 江　 弘 聖
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特
待
生
認
定
証
授
与
式
と
座
談
会

　2024 年度も引き続き高い就職率（98.6%）を保つことができました。
　文部科学省公表の大卒就職率 98.0％、三重労働局公表の県内大卒就
職率 96.4％を上回り、本学の就職率の高さが窺えます。
　これは学生が真剣に将来のキャリアを考え努力した結果といえま
す。
　また、学生の活発な就職活動に呼応して、本学教職員が、きめ細か
なサポートを続けていることも、このような好結果につながっており、
2025 年度の内定率についても前年同時期とほぼ同じ割合で推移して
います。
　学生優位の「売り手市場」で人材獲得競争が過熱する中、就活ルー
ルは形骸化している状態です。「早期化」「長期化」状況下で就職活動
を頑張る学生のために、キャリアサポートセンターでは引き続き「一
人ひとりに寄り添ったサポート」を続けていきます。
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㈱アインファーマーシーズ ／ オルビス㈱ ／ ㈱バローホールディング
ス ／ 中部薬品㈱ ／ マックスバリュ東海㈱ ／ ユニー㈱ ／ ㈱マルヤス 
／ ネッツトヨタノヴェル三重㈱ ／ ㈱ホンダカーズ三重 ／ ㈱日立ビル
システム ／ エヌエス環境㈱ ／ アプトプロ㈱ ／ フルハシＥＰＯ㈱ ／ 
鈴鹿農業協同組合 ／ みえなか農業協同組合 ／ リゾートトラスト㈱ ／ 
コスモ石油㈱ ／ クリナップ㈱ ／ 日産自動車㈱ ／ エイベックス㈱ ／ 
井村屋グループ㈱ ／ 松阪興産㈱ ／ 東プレ東海㈱ ／ ㈱オーテック ／ 
ニッカホーム㈱ ／ 長野市消防局 ／ 桑名市消防本部 ／ 岐阜県警察本部 
／ 松阪市役所 ／ 蟹江町役場 ／ ㈱ＺＴＶ ／ ㈱ビーネックスソリュー
ションズ ／ ㈱レオパレス２１ ／ ㈱プレサンスコーポレーション ／ ㈱
アクティオ ／ 桑名三重信用金庫 ／ 北伊勢上野信用金庫 ／ センコー㈱ 
／ ㈱日本陸送

西牧 義江 名誉教授 が、享年 87 歳でご逝去されました。
西牧名誉教授は、平成 5 年に本学経済学部経済学科助教
授として着任され、平成 11 年より教授として教育・研
究に従事されました。また、平成 15 年より留学生支援

■　訃　報　■ 室長を併任され、平成 17 年からは留学生支援センター長と
して、本学の留学生教育体制の基盤整備にご尽力されまし
た。
多年にわたり、留学生の学修・生活支援や受入体制の充実、
さらに海外からの学生募集など幅広い活動を先導され、本
学における国際交流・国際教育の礎を築かれました。
ここに、生前の多大なるご貢献に深く感謝申し上げるとと
もに、故人のご冥福を心よりお祈りいたします。

元経済学部教授・留学生支援センター長

b�€���[�Ð���Ê�*�­	$ 令和 7 年 11 月 13 日逝去

●本社所在地●

●業種●

特待生認定授与式

座談会の様子
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学内スタジオにて開催

実際の機材を使っての説明

プロ仕様のスタジオ（７号館）

作品展会場（情報センター1階）

応募作品の数々

ナンバー１作品を選ぶ来場者

　

四
日
市
大
学
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
、
図
書
館
利
用
促
進
企
画
と

し
て
、
10
月
25
日
「
図
書
館
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
２
５
」
を
大
学
祭
の
企
画
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

写
真
部
門
は
、
四
日
市
大
学
の
図
書
館
の
建
物
が
写
っ
て
い
る

か
、大
学
図
書
館
内
で
撮
影
し
た
こ
と
が
わ
か
る
写
真
。ポ
ス
タ
ー

部
門
は
、
四
日
市
大
学
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
Ａ
３
サ
イ
ズ
、
デ

ジ
タ
ル
で
作
成
さ
れ
た
も
の
が
応
募
条
件
の
中
、
両
部
門
あ
わ
せ

て
合
計
18
作
品
の
エ
ン
ト
リ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。　
　
　

　

コ
ン
テ
ス
ト
当
日
は
、
３
０
０
名
を
超
え
る
来
場
者
が
あ
り
、

「
あ
な
た
が
選
ぶ
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
作
品
」
を
投
票
し
て
い
た
だ
い

た
結
果
、
最
優
秀
賞
に
は
、
安
藤
将
斗
さ
ん
（
環
境
情
報
学
部
３

年
）、
優
秀
賞
に
は
、
落
合
海
吏
さ
ん
（
総
合
政
策
学
部
４
年
）、

井
原
颯
空
さ
ん
（
環
境
情
報
学
部
２
年
）
の
２
名
に
決
定
し
ま
し

た
。

　

今
回
は
初
め
て
の
企
画
で
し
た
が
、
多
く
の
方
に
お
越
し
い
た

だ
き
、「
ど
の
作
品
も
図
書
館
の
魅
力
を
存
分
に
引
き
出
し
、
訪

れ
た
く
な
り
ま
す
ね
」「
部
屋
に
飾
っ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
し

た
」「
一
つ
だ
け
選
び
難
い
」「
部
屋
に
入
っ
た
と
き
、
一
目
見
て

惹
か
れ
ま
し
た
！！
」
な
ど
、
と
て
も
多
く
の
コ
メ
ン
ト
も
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

な
お
、
表
彰
式
は
11
月
12
日
に
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
で
開
催

し
、
図
書
館
長
の
加
納
光
先
生
か
ら
３
名
に
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

「
図
書
館
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
２
５
」の
開
催

　

四
日
市
大
学
公
開
講
座
２
０
２
５
（
三
重
県
・
四
日
市
市
後
援
）

が
、
９
月
20
日
に
四
日
市
大
学
の
ス
タ
ジ
オ
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
本
学
の
ス
タ
ジ
オ
は
世
界
的
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
レ
コ
ー

デ
ィ
ン
グ
に
携
わ
っ
て
い
る
音
響
設
計
家
が
設
計
し
て
お
り
、
音

響
や
照
明
を
学
ぶ
た
め
の
プ
ロ
仕
様
の
設
備
や
機
材
を
備
え
て
い

ま
す
。
講
座
は
フ
リ
ー
の
現
役
テ
レ
ビ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
で
も
あ
る

柳
瀬
元
志
先
生
（
環
境
情
報
学
部
特
任
教
授
）
が
講
師
を
務
め
、

「
テ
レ
ビ
番
組
制
作
に
お
け
る
プ
ロ
セ
ス
の
解
説
と
プ
ロ
仕
様
の

機
材
を
使
っ
た
撮
影
体
験
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
ま
し
た
。
受
講

者
は
テ
レ
ビ
局
で
放
映
さ
れ
る
番
組
の
制
作
プ
ロ
セ
ス
を
学
ん
だ

後
に
、
そ
れ
ぞ
れ
実
際
に
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
を
手
に
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
受
講
者
か
ら
は
、「
テ
レ
ビ
制
作
の
流
れ
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

の
お
仕
事
に
つ
い
て
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
」「
実
際
の
（
撮
影
）

機
材
を
使
い
な
が
ら
説
明
し
て
も
ら
っ
た
の
で
わ
か
り
や
す
か
っ

た
」
な
ど
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
学
の
環
境
情
報
学
部
メ
デ
ィ
ア
情
報
専
攻
で
は
、
放
送
メ

デ
ィ
ア
や
情
報
通
信
業
界
へ
の
就
職
を
希
望
す
る
学
生
が
こ
の
ス

タ
ジ
オ
で
学
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
本
学
は
地
域
に
開
か
れ

た
大
学
と
し
て
、
自
治
体
、
企
業
、
各
種
団
体
な
ど
各
界
の
皆
様

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
地
域
の
未
来
を
担
う
若
者
の
人

材
育
成
や
社
会
貢
献
活
動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

四
日
市
大
学
ス
タ
ジ
オ（
７
号
館
）に
て
公
開
講
座
を
開
催

社
会
連
携
活
動
報
告

　

四
日
市
大
学
で
は
、
名
張
市
役
所
や
名
張
商
工
会
議
所
と
協

力
し
て
、
同
市
の
人
口
減
少
対
策
を
考
え
る
共
同
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
ま
す
。
現
実
に
は
人
口
減
少
を
食
い
止

め
る
こ
と
は
困
難
で
す
が
、
そ
の
影
響
を
少
し
で
も
和
ら
げ
て

持
続
可
能
な
地
域
の
あ
り
方
を
探
る
こ
と
が
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
目
的
で
す
。

　

三
重
県
名
張
市
は
１
９
７
０
年
代
か
ら
関
西
圏
の
ベ
ッ
ド
タ

ウ
ン
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し
た
が
、
２
０
０
０
年
以
降
は
人

口
減
少
が
続
い
て
き
ま
し
た
。
こ
の
状
況
を
憂
え
た
名
張
商

工
会
議
所
か
ら
本
学
に
連
携
の
呼
び
か
け
が
あ
り
、
ま
ず
は

２
０
２
４
年
度
に
学
内
の
特
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
と
い
う
形

を
と
っ
て
、
総
合
政
策
学
部
の
教
員
を
中
心
と
す
る
チ
ー
ム
で

研
究
に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。
そ
し
て
２
０
２
５
年
か
ら
名
張

商
工
会
議
所
に
「
人
口
減
少
対
策
特
別
委
員
会
」
が
設
け
ら
れ
、

正
式
に
共
同
研
究
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

研
究
の
テ
ー
マ
は
お
も
に
、
人
口
減
少
に
直
結
す
る
未
婚
化

問
題
、
移
住
促
進
の
た
め
の
空
き
家
対
策
、
人
口
維
持
に
む
け

た
外
国
人
住
民
の
定
住
支
援
の
３
点
で
す
。
第
一
に
、
未
婚
化

は
少
子
化
の
主
因
と
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
人
口
減
少
を
考
え

る
に
は
未
婚
化
の
現
況
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で

す
。
第
二
に
、
地
域
の
魅
力
向
上
と
移
住
者
の
増
加
に
つ
な
げ

る
た
め
、
市
内
各
所
に
散
在
す
る
空
き
家
・
空
き
地
を
資
源
と

し
て
生
か
す
方
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
第
三
に
、
外
国
人

住
民
の
定
住
促
進
に
向
け
て
、
多
様
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

も
つ
人
々
が
共
に
生
き
て
ゆ
く
た
め
の
最
適
解
を
探
さ
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

課
題
解
決
の
方
法
を
学
ぶ
総
合
政
策
学
部
に
と
っ
て
、
今
回

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ま
さ
に
総
合
政
策
を
実
践
す
る
機
会
だ
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。
教
員
は
各
自
の
専
門
的
見
地
を
生
か
し
て

地
域
の
課
題
に
実
証
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
ふ
ま
え
た
助
言
を
行

い
、
学
生
は
本
物
の
課
題
に
触
れ
て
、
生
き
た
学
び
の
機
会
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
名
張
市
民
の

皆
さ
ま
の
生
活
向
上
に
資
す
る
成
果
を
産
む
こ
と
を
目
指
す
も

の
で
す
が
、
同
時
に
ま
た
、
本
学
の
よ
う
な
地
方
大
学
の
政
策

系
学
部
が
も
つ
意
義
を
改
め
て
確
認
す
る
も
の
と
な
る
は
ず
で

す
。 名

張
商
工
会
議
所
・
名
張
市
と
の共同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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先
輩
な
ん
で
も
相
談
室
が
ス
タ
ー
ト

特
色
の
あ
る
授
業

ウミガメのはく製

ウミガメ体験

　

環
境
情
報
学
部
の
講
義
「
地
域
連
携
環
境
講
義
」
で
は
、
地
域

の
環
境
問
題
に
関
わ
る
研
究
者
や
専
門
家
を
学
外
か
ら
招
き
、
学

生
が
現
実
に
起
き
て
い
る
課
題
を
直
接
学
ぶ
機
会
と
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
も
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
、
林
業
、
藤
前
干
潟
、
食

品
ロ
ス
、
環
境
教
育
、
里
山
暮
ら
し
と
音
楽
、
農
業
、
企
業
の
環

境
対
策
、
廃
棄
物
問
題
、
地
球
温
暖
化
対
策
、
漁
業
な
ど
、
多
様

な
テ
ー
マ
の
講
義
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

そ
の
一
つ
と
し
て
、
５
月
20
日
に
「
ウ
ミ
ガ
メ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

三
重
」
を
お
招
き
し
、「
ウ
ミ
ガ
メ
の
生
態
と
そ
の
保
護
」
を
テ
ー

マ
に
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。代
表
の
米
川
様
に
よ
る
講
義
で
は
、

ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
行
動
を
身
体
全
体
を
使
っ
て
表
現
す
る
場
面
が

あ
り
、
学
生
た
ち
は
そ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
説
明
に
引
き
込
ま
れ
て
い

ま
し
た
。

　

講
義
の
後
半
に
は
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
卵
や
子
ガ
メ
、
体
内
組
織
、

甲
羅
、
骨
格
な
ど
、
貴
重
な
展
示
物
が
紹
介
さ
れ
、
学
生
た
ち
は

実
際
に
触
れ
な
が
ら
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
、
ア

カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
甲
羅
を
背
負
い
、
そ
の
重
さ
を
体
験
す
る
企
画
で

は
、「
海
か
ら
上
陸
し
、
産
卵
す
る
大
変
さ
を
実
感
し
た
」
と
い
っ

た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

学
生
た
ち
は
楽
し
み
な
が
ら
学
び
を
深
め
、
身
近
な
生
態
系
保

全
や
地
域
環
境
へ
の
理
解
を
よ
り
具
体
的
に
考
え
る
時
間
と
な
っ

た
よ
う
で
す
。

〈
千
葉
賢
客
員
教
授
〉

　

本
学
で
は
今
年
度
よ
り
、
学
生
が
ピ
ア
（
同
等
）
の
立
場
で
気

軽
に
悩
み
を
相
談
で
き
る
場
と
し
て
「
先
輩
な
ん
で
も
相
談
室
」

を
開
設
し
ま
し
た
。
学
生
生
活
を
よ
り
円
滑
に
過
ご
せ
る
よ
う
支

援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
員
に
は
、
両
学
部
か
ら
推
薦
さ
れ
た
２
～
４
年
生
８
名
が

就
任
し
、
６
月
か
ら
毎
週
木
曜
日
の
昼
休
み
に
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ

ン
ズ
で
３
名
ず
つ
が
担
当
し
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
相
談
員
は

性
別
や
出
身
、
所
属
、
活
動
分
野
な
ど
多
様
な
背
景
を
持
つ
学
生

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
幅
広
い
視
点
か
ら
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

開
設
前
に
は
学
生
相
談
室
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
研
修
が
複

数
回
実
施
さ
れ
、
傾
聴
姿
勢
や
守
秘
義
務
、
助
言
方
法
な
ど
に
つ

い
て
学
び
、相
談
を
受
け
る
た
め
の
準
備
を
整
え
ま
し
た
。
な
お
、

学
生
相
談
室
で
は
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
（
臨
床
心
理
士
）
に
よ
る
個
別

相
談
を
毎
週
水
曜
日
に
予
約
制
で
実
施
し
て
お
り
、
専
門
的
な
支

援
を
受
け
た
い
学
生
に
も
対
応
で
き
る
体
制
が
整
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
来
訪
者
は
ご
く
わ
ず
か
で
す
が
、
履
修
登
録
や
試
験
、

一
人
暮
ら
し
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
に
つ
い
て
の
不
安
や
悩
み
が
あ

る
学
生
が
、
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
場
所
と
し
て
、
少
し
ず
つ
認
知

が
広
が
っ
て
く
れ
た
ら
う
れ
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
は
利
用
状

況
に
応
じ
て
曜
日
や
時
間
の
調
整
も
検
討
し
、
よ
り
利
用
し
や
す

い
形
を
目
指
し
ま
す
。

　

こ
の
相
談
室
は
学
長
の
強
い
後
押
し
の
も
と
で
始
ま
っ
た
取
り

組
み
で
あ
り
、
大
学
全
体
で
そ
の
成
功
を
支
え
て
い
ま
す
。
相
談

員
同
士
も
活
動
を
通
し
て
学
び
合
い
、
傾
聴
力
や
共
感
力
を
高
め

な
が
ら
成
長
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
よ
り
多
く
の
学
生
が
気
軽
に

訪
れ
、
悩
み
を
深

刻
化
さ
せ
る
前
に

安
心
し
て
相
談
で

き
る
場
所
と
し
て

発
展
し
て
い
く
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　

総
合
政
策
学
部
で
は
、
15
年
以
上
に
わ
た
り
地
域
連
携
を
行
っ

て
き
た
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
「
鳥
出
神
社
の
鯨
船
行
事
」
が
、

今
年
か
ら
９
月
開
催
と
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、
新
た
に
「
総
合
政

策
特
別
講
義
b
」
を
開
講
し
、
９
月
27
日
・
28
日
に
受
講
生
が
同

行
事
に
参
加
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
中
島
組
神
徳
丸
の
皆
様
の

ご
協
力
の
も
と
、
鯨
を
撃
ち
取
る
ま
で
を
再
現
す
る
勇
壮
な
練
り

に
、
地
域
の
方
々
と
と
も
に
２
日
間
参
加
し
、
疲
労
を
感
じ
な
が

ら
も
、
四
日
市
の
伝
統
文
化
の
み
な
ら
ず
、
地
域
課
題
に
つ
い
て

学
ぶ
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
11
月
16
日
に
は
、

祭
り
参
加
を
通
し
て
生
ま
れ
た
疑
問
を
地
域
の
方
々
に
直
接
問
い

か
け
る
座
談
会
を
実
施
し
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
む
中
で
、

地
域
社
会
や
祭
り
を
い
か
に
継
続
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
、
考
え

ま
し
た
。

〈
総
合
政
策
学
部　

浅
井
雅
特
任
准
教
授
〉

鳥
出
神
社
の
鯨
船
行
事
を
通
じ
た
地
域
連
携
教
育

ウ
ミ
ガ
メ
の
生
態
と
そ
の
保
護
に
つ
い
て

四日市大学学報　第74号

6



報奨金授与式

10
月
25
日
、
大
学
祭
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
の
テ
ー
マ
は

「PRIM
E

」。「
こ
れ
ま
で
で
一
番

盛
り
上
が
る
大
学
祭
に
し
よ
う
」

と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

屋
外
で
は
、
と
ん
て
き
焼
き
そ

ば
や
留
学
生
に
よ
る
郷
土
料
理
の

模
擬
店
、
３
台
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

な
ど
が
並
び
、
終
日
多
く
の
来

場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
総

合
政
策
学
部
の
学
生
と
レ
デ
ィ
オ

キ
ュ
ー
ブ
Ｆ
Ｍ
三
重
、
卵
卵
ふ

わ
ぁ
～
む
、
紀
北
町
と
連
携
し
て
共
同
開
発
し
た
「
じ
ゃ
ば

ら
シ
ロ
ッ
プ
」
も
販
売
さ
れ
、
学
生
た
ち
は
熱
心
に
商
品
の

魅
力
を
伝
え
て
い
ま
し
た
。

　

食
堂
で
は
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
教
室
や
ル
ー
レ
ッ
ト
を
使
っ
た

テ
ー
ブ
ル
ゲ
ー
ム
が
人
気
を
集
め
、情
報
セ
ン
タ
ー
で
は「
ビ

ジ
ュ
ア
ル
ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
開
催
さ
れ
、
学
生
の
写

真
や
ポ
ス
タ
ー
作
品
を
多
く
の
来
場
者
が
熱
心
に
鑑
賞
し
て

い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
学
部
の
研
究
発
表
や
文
化
ク
ラ
ブ
の
展
示
、
事

務
職
員
や
同
窓
会
に
よ
る
出
展
な
ど
も
あ
り
、
地
域
と
の
交

流
が
深
ま
り
ま
し
た
。
３
号
館
で
は
四
日
市
市
出
身
の
芸

人
・
ザ
ブ
ン
グ
ル
加
藤
さ
ん
と
森
智
広
市
長
に
よ
る
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
会
場
は
笑
い
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
ス
タ

ジ
オ
で
は
音
響
・
照
明
・
映
像
ゼ
ミ
の
演
出
に
よ
る
軽
音
ラ

イ
ブ
が
開
催
さ
れ
、
10
組
以
上
の
バ
ン
ド
が
熱
演
。

　

締
め
く
く
り
の
ビ
ン
ゴ
大
会
ま
で
盛
況
で
、
学
生
・
教
職

員
・
卒
業
生
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
笑
顔
あ
ふ
れ
る
一
日

と
な
り
ま
し
た
。

ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

２
０
２
５
年
８
月
21
日
か
ら
31
日
ま
で
、
四
日
市
テ
ニ
ス
セ
ン
タ
ー
で
全
日
本
学
生
テ
ニ
ス
選
手
権
が
開
催
さ
れ
、
本
学
か
ら
室
井
卓

海
さ
ん
（
環
境
情
報
学
部
４
年
）
と
長
谷
川
大
豪
さ
ん
（
総
合
政
策
学
部
２
年
）
が
出
場
し
ま
し
た
。
室
井
さ
ん
は
２
年
ぶ
り
２
回
目
の

出
場
、
長
谷
川
さ
ん
は
２
年
連
続
２
回
目
の
出
場
と
な
り
ま
す
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

●
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
本
戦

　
　

１
ラ
ウ
ン
ド　
　
　

長
谷
川　

６
-
０　

６
-
２　

新
城
（
徳
島
大
学
）

　
　

２
ラ
ウ
ン
ド　
　
　

長
谷
川　

４
-
６　

６
-
７　

田
中
（
筑
波
大
学
）

　

●
男
子
ダ
ブ
ル
ス
予
選

　
　

１
ラ
ウ
ン
ド　
　
　
室
井･

長
谷
川　

２
-
６　

６
-
７　

溝
渕･

若
松
（
松
山
大
学
）

︻
テ
ニ
ス
部
長
谷
川
監
督
の
コ
メ
ン
ト
︼

　

今
回
、
全
国
大
会
出
場
に
あ
た
り
喜
岡
学
長
か
ら
報
奨
金
を
授
与
し
て
い
た
だ
き
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
地
元
四
日

市
で
開
催
さ
れ
た
と
い
う
事
も
あ
り
、
多
く
の
先
生
方
や
選
手
の
ご
家
族
、
Ｏ
Ｂ･

Ｏ
Ｇ
が
応
援
に
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
り
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
大
学
を
は
じ
め
皆
さ
ん
に
応
援
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
こ
の
よ
う
な
結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

来
年
は
、
さ
ら
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
良
い
報
告
が
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

テ
ニ
ス　

室
井
卓
海
さ
ん･

長
谷
川
大
豪
さ
ん
全
日
本
学
生
テ
ニ
ス
選
手
権
出
場

体
操　

岡
村
真
さ
ん
の
新
技
﹃
オ
カ
ム
ラ
﹄
が
認
定

軽音ライブ 四日市市長とザブングル加藤さん

学友会 留学生
　

ま
だ
記
憶
に
新
し
い
昨
年
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
２
４
に
体
操
女
子
団
体
選
手

と
し
て
出
場
し
、
見
事
８
位
に
入
賞
し
た
、
総
合
政
策
学
部
２
年
生
（
当
時
１
年
生
）

の
岡
村
真
さ
ん
は
、
今
年
３
月
、
ト
ル
コ
で
開
催
し
た
種
目
別
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
（
Ｗ

杯
）
で
成
功
さ
せ
た
段
違
い
平
行
棒
の
新
技
が
「
オ
カ
ム
ラ
」
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

国
際
体
操
連
盟
（
Ｆ
Ｉ
Ｇ
）
は
主
要
国
際
大
会
で
世
界
初
成
功
し
た
技
に
選
手
の
名

前
を
つ
け
て
お
り
、
降
り
技
の
「
大
逆
手
後
ろ
振
り
半
ひ
ね
り
後
方
屈
伸
２
回
宙
返

り
降
り
」
が
Ｄ
難
度
の
新
技
と
し
て
認
定
を
受
け
た
も
の
で
す
。

　

７
月
４
日
、
本
学
は
そ
の
偉
業
を
称
え
喜
岡
学
長
か
ら
報
奨
金
の
授
与
、
そ
し
て
、

８
月
に
開
催
さ
れ
る
ワ
ー
ル
ド
ユ
ニ

バ
ー
シ
テ
ィ
ゲ
ー
ム
ズ
（
ド
イ
ツ
）
と

10
月
に
開
催
さ
れ
る
世
界
選
手
権
（
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
）
に
向
け
た
壮
行
会
を
行

い
ま
し
た
。
壮
行
会
に
は
、
本
学
１
年

生
が
全
員
出
席
し
て
お
り
、「
ま
な
ち
ゃ

ん
頑
張
れ
」
と
い
う
多
く
の
声
援
に
包

ま
れ
ま
し
た
。
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対象入試

一般入試
共通テスト利用入試
共通テストプラス入試

給付項目
授業料の

１種 ： 全額免除
２種 ： 50％減免
３種 ： 30％減免

期　 間

原則４年間採用
※２年次以降も条件を満たせば
　特待生が継続されます。

四
日

市
大

学
　

総
務

課
　

三
重

県
四

日
市

市
萱

生
町

1
2

0
0

　
TEL : 0

5
9

-3
6

5
-6

5
8

8
  FA

X
 : 0

5
9

-3
6

5
-6

6
3

0
　

https://w
w

w
.yokkaichi-u.ac.jp/

四
日

市
大

学
学

報
　

第
7

4
号

　
2

0
2

5
年

1
2

月
2

0
日

発
行

2026年度四日市大学入学試験情報
入学試験日程【総合政策学部・環境情報学部共通】

入試名称 出願期間 試験日 合格発表日

一般入試
Ａ日程  1月 5日（月）～  1月28日（水）  2月 3日（火）

 2月 4日（水）  2月 8日（日）

Ｂ日程  2月 9日（月）～  2月17日（火）  2月19日（木）  2月21日（土）
Ｃ日程  3月 2日（月）～  3月 6日（金）  3月 7日（土）  3月11日（水）

共通テスト利用
入試

Ⅰ期  1月 5日（月）～  1月30日（金）  －  2月 8日（日）
Ⅱ期  2月 9日（月）～  2月17日（火）  －  2月21日（土）
Ⅲ期  3月 2日（月）～  3月 6日（金）  －  3月11日（水）
Ⅳ期  3月12日（木）～  3月19日（木）  －  3月20日（金）

共通テストプラス入試  1月 5日（月）～  1月28日（水）  －  2月 8日（日）
クラブ推薦入試 Ｃ日程  2月 9日（月）～  2月12日（木）  2月19日（木）  2月21日（土）

入試課　 TEL ： 059-365-6711　E-mail : nyushi@yokkaichi-u.ac.jp

対象入試の成績上位者から選抜、授業料（最大全額）を減免！

四日市大学入学支援同窓生奨学金

四
日
市
大
学
名
誉
教
授
　
　
　 

岩
崎
　
祐
子

令
和
７
年
４
月
２
日
付

名
誉
教
授
称
号
授
与

（
令
和
６
・
７
年
度
）

受験生サイト

入学検定料 1 万円補助、入学金の半額補助！
四日市大学では、同窓生の入学支援奨学金制度を実施しています。在学生および卒業生の二親等内の親族が本学を受験する場合に、この
特典を受けることができます。
※若干名　※入学金補助は入学後に、入学検定料一部補助は受験後の手続きにより返金します。
※本学における、他の諸納付金減免または奨学金給付を併用することはできません。ただし、　貸付型奨学金はこの限りではありません。

奨学金制度
入試特待生【返還不要】 採用枠 40 名

2026年度入試の詳細は、入学試験要項で必ずご確認ください。

問い合わせ先

１種 2,720,000 円 ［初年度の減免額　680,000 円］

２種 1,360,000 円 ［初年度の減免額　340,000 円］

３種   816,000 円 ［初年度の減免額　204,000 円］

４年間
継続

［免除額］

【　
退　
職　
】

総
合
政
策
学
部
教
授

永
井　
　

博

令
和
７
年
３
月
31
日
付

総
合
政
策
学
部
特
任
教
授

岩
崎　

祐
子

令
和
７
年
３
月
31
日
付

総
合
政
策
学
部
特
任
准
教
授

本
部　

賢
一

令
和
７
年
３
月
31
日
付

環
境
情
報
学
部
特
任
教
授

千
葉　
　

賢

令
和
７
年
３
月
31
日
付

事
務
局
長

小
田　

久
洋

令
和
７
年
３
月
31
日
付

教
育
・
学
生
支
援
部

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
課
長
伊
藤　

直
司 

令
和
７
年
３
月
31
日
付

情
報
セ
ン
タ
ー
学
術
情
報
課
長

事
務
局
社
会
連
携
課
長［
兼
務
］
松
本　

和
彦

令
和
７
年
３
月
31
日
付

事
務
局
庶
務
課
主
任

鈴
村　

理
恵

令
和
７
年
３
月
31
日
付

教
育
・
学
生
支
援
部
教
学
課

渡
辺
ひ
と
み

令
和
７
年
３
月
31
日
付

情
報
セ
ン
タ
ー
学
術
情
報
課

山
口　
　

愛

令
和
７
年
３
月
31
日
付

【 

新
規
採
用 

】

総
合
政
策
学
部
特
任
教
授

永
井　
　

博

令
和
７
年
４
月
１
日
付

総
合
政
策
学
部
特
任
准
教
授

余
合　

琴
絵

令
和
７
年
４
月
１
日
付

環
境
情
報
学
部
特
任
助
教

木
藤　

裕
也

令
和
７
年
４
月
１
日
付

客
員
教
授

千
葉　
　

賢

令
和
７
年
４
月
１
日
付

客
員
教
授

山
本　
　

伸

令
和
７
年
４
月
１
日
付

総
務
部
学
術
情
報
課

小
田　

久
洋

令
和
７
年
４
月
１
日
付

【　
昇　
任　
】

事
務
局
長

上
岡　

定
行

令
和
７
年
４
月
１
日
付

人　
事　
異　
動

　

本
学
に
お
け
る
令
和
７
年
度
永
年
勤
続
表
彰
対
象
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
【 

30
年
勤
続
表
彰 

】

　
　
　
　

総
合
政
策
学
部
教
授　
　
　
　
　
　
　

富
田　
　

与

　
　
【 

20
年
勤
続
表
彰 

】

　
　
　
　

環
境
情
報
学
部
教
授　
　
　
　
　
　
　

牧
田　

直
子

　
　
【 

10
年
勤
続
表
彰 

】

　
　
　
　

環
境
情
報
学
部
教
授　
　
　
　
　
　
　

廣
住　

豊
一

　
　
　
　

環
境
情
報
学
部
教
授　
　
　
　
　
　
　

大
八
木
麻
希

永 

年 

勤 

続 

表 

彰
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